





An Extraction Case Treated Orthodontically including the Third Molars
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図13：プレスケールを用いた模型上での咬合接触面積の比較
　a：初診時模型での接触状態
　b：動的治療終了時模型での接触状態
　c：動的治療終了時模型の智歯削合模型での接触状態
心移動し，萌出余地が拡大したので，抜歯空隙閉
鎖時に第二大臼歯が萌出しマルチブラケット装置
の装着が可能となった．また，第三大臼歯の清掃
性は整直と萌出がほぼ同時期に完了し良好であっ
た．
　初診時と比較して最大咬合力が増加している要
因は．咬合力は成長に伴い増加する“ことと．矯
正歯科治療により緊密な咬合が得られたためと思
われた．また、初診時と動的治療終了時の模型に
おいてデンタルプレスケール〔富lrフイルム）を
用いて咬合接触而積を比較したところ抜歯治療を
行ったにもかかわらず動的治療終了時に136％増
加していた｛図13）．さらに，動的治療終了時の
模型上で上下顎第一三大臼歯を削合した仮想の第三
大臼歯抜歯模型での咬合接触面積は初診時模型と
ほぼ同様であった．これより第三大臼歯を咬合さ
せることにより各歯における咬合支持負担は軽減
されると考えられた．
　第三大臼歯の咬合参加により．咬合の垂直的支
持が増大し適LJJな被蓋関係を得ることができ
た』．．本症例の治療開始年齢は16歳でHellmanの
咬合発育段階はWCであった．この時期よりの抜
歯治療は第二人臼歯の歯根形成期と重なるため同
歯の萌出に有効であったと考えられた．
　今回我々は小F．噛の抜歯により側貌および叢生
の改善を行い、さらに積極的な第三大臼歯の整直
により安定した咬合を得ることができた．矯正歯
科治療における抜歯治療の診断に第三大臼歯の萌
出余地を考慮し．萌出が可能であれば積極的に咬
合させることは有効であることが示された．ま
た．本症例は今後も注意深い観察を行っていく予
定である．
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